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No 14 横 手 市 農 業 委 員 会 だ よ り

畳業E馨誕韮国圃髄
震業委員会は、地域の震政を推進するため、様々な取り組みを実胞しています。

ここでは、これまでの農業委員会活動について、お知らせします。

・
‥
高
瀬
会
長
　
決
意
表
明
‥
・

５
月
３‐
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂

で
平
成
２４
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会

長
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
農
業
委
員
会
の

会
長
な
ど
２
０
０
０
人
が
参
加
し
、
持

続
可
能
な
力
強
い
農
業

の
実
現
と
農

村
の
再
生
に
向
け
た
提
案
決
議
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
要

請
決
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
預
会
長
よ
り
男
女
共
同
参

画
の
取
り
組
み
と
し
て
女
性
農
業
委

員
の
登
用
に
よ
る
農
業
委
員
活
動
の

活
性
化
な
ど
実
践
を
踏
ま
え
た
決
意

表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
地
の
適
切
か
つ
有
効
的
な
利
用

増
進
と
不
法
転
用
の
防
止
等
を
監
視

す
る
た
め
各
地
域
ご
と
に
年
３
回
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
併
せ
て

農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
農
地
の

※
利
用
状
況
調
査
も
同
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
各
地
区

の
農
業
委
員
が
田
畑
な
ど
を
見
回
り

ま
す
の
で
、
す
」
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
利
用
状
況
調
査
と
は
、
震
地
法
第
二
十
集
で

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

調
査
で
遊
休
農
地

が
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
、
農
業
上
の
利
用
増
進

を
図
る
た
め
の
必
要
な
指
導
、通
知
、勧
告
と
い
っ

た
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
１５
日
、
農
業
委
員
会
総
会
後
に

今
年
度
新
た
に
農
業
委
員
に
就
任
し

た
８
名

の
農
業
委
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
農
業
委
員
会
制
度
や

農
地
制
度
の
あ
ら
ま
し
、
実
際
の
手
続

き
方
法
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
農
業
会

議

の
櫻
井
正
司
氏
よ
り
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
農
業
者
の
代
表
と
し

て
農
地
を
守
り
、
農
業
振
興
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
よ
き
相
談
役
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
強

め
て
ま
い
り
ま
す
。

講
師
　
全
国
農
業
会
議
所

７
月
３
日
、
改
選
後
初
の
全
農

業
委
員
に
よ
る
農
業
委
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
秋
田
県
農
業
会

議
会
長
で
あ
り
、
全
国
農
業
会
議

所

の
会
長
で
あ
る
二
口
孝
治
氏

を
講
師
と
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

な
ど
農
業

へ
の
逆
風
が
強
ま
る

な
か
で
、
本
県
農
業
が
生
き
残
る

道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
農
業
委

員
は
今
何
を
す
べ
き
か
、
農
政
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
と
し
て
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
　
一
一口
　
孝
治

～震業・晨業委員会を巡る1情勢について～


